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(57)【要約】
【課題】出金用搬送手段39で硬貨が停滞したり詰まるの
を防止しながら、回収にかかる時間を短くできる硬貨入
出金機を提供する。
【解決手段】全回収処理時に、金種別の収納投出部38か
ら全ての硬貨を投出させ、出金用搬送手段39で硬貨出金
口20へ搬送して回収する。２金種の収納投出部38のみを
順次駆動させる第１回収動作を行った後に、全金種の収
納投出部38を一斉駆動させる第２回収動作を行う。第１
回収動作時には、各金種の収納投出部38の収納枚数が所
定残数になるまで回収することにより、第２回収動作時
において、全金種の収納投出部38から少なくなった残り
の硬貨を同時に投出させて効率よく回収する。第２回収
動作時の最後に、残留確認動作に従って全金種の収納投
出部38を一斉駆動させることにより、全金種の収納投出
部38における残留確認を一度に行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨投入口に投入された硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出機構と、
　この繰出機構から繰り出された硬貨を識別する識別部を有する識別通路と、
　この識別通路に続いて配設され、硬貨を金種別に分類する分類通路と、
　これら識別通路および分類通路において硬貨を搬送する入金用搬送手段と、
　前記分類通路の下方に配設され、前記分類通路で金種別に分類された硬貨を不整列状態
で収納するとともに、収納された硬貨を投出可能とする金種別の収納投出部と、
　この収納投出部から投出された硬貨を硬貨出金口へ搬送する出金用搬送手段と
　を具備している硬貨入出金機において、
　前記金種別の収納投出部から全ての硬貨を投出させて前記硬貨出金口へ搬送して回収す
る全回収処理時に、所定数の金種の収納投出部のみを順次駆動させる第１回収動作を行っ
た後に、全金種の収納投出部を一斉駆動させる第２回収動作を行わせる制御手段を具備し
ている
　ことを特徴とする硬貨入出金機。
【請求項２】
　前記金種別の収納投出部に収納されている硬貨の収納枚数を検知する収納枚数検知手段
を具備し、
　前記制御手段は、前記第１回収動作時に、前記各金種の収納投出部の収納枚数が所定残
数になるまで回収させる
　ことを特徴とする請求項１記載の硬貨入出金機。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１回収動作時に、２金種ずつ前記収納投出部を同時に駆動させ
、これら２金種の収納投出部のうち一方の収納投出部の収納枚数が所定残数になれば一方
の収納投出部の駆動を停止させるとともに、次の順番にあたる金種の収納投出部を駆動さ
せる
　ことを特徴とする請求項２記載の硬貨入出金機。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２回収動作時に、全金種の硬貨収納部から全回収が完了した後
も、硬貨の残留確認のために全金種の収納投出部を所定時間駆動させる
　ことを特徴とする請求項２または３記載の硬貨入出金機。
【請求項５】
　前記収納投出部から投出する硬貨の投出枚数を検知する投出検知手段と、
　前記出金用搬送手段から前記硬貨出金口へ払い出す硬貨の払出枚数を検知する払出検知
手段とを具備し、
　前記制御手段は、前記投出枚数が前記払出枚数より所定枚数以上多くなったら、前記収
納投出部からの硬貨の投出を一時停止させる
　ことを特徴とする請求項１ないし４いずれか記載の硬貨入出金機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬貨を入出金処理する硬貨入出金機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、店舗においてはレジにて、金融機関においては窓口等にて、それぞれ係
員により顧客との現金の受け渡しを正確かつ迅速に行うべく、ＰＯＳレジスタや電子式金
銭登録機、および入出金管理機等の出納機器からの制御信号により、自動的に硬貨の入金
や出金が可能な硬貨入出金機が開発されている。
【０００３】
　このような硬貨入出金機では、機体の前部上面に入金硬貨を投入する硬貨投入口や操作
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部および表示部が配設され、機体の前面に出金硬貨を払い出す硬貨出金口が配設されてい
る。
【０００４】
　そして、入金処理時に、硬貨投入口に投入された硬貨は、１枚ずつ硬貨通路を搬送して
識別部で識別し、正常と識別された硬貨が硬貨通路の搬送方向下流域において金種別に分
類されて金種別の収納投出部に収納している。また、出金処理時には、出金該当金種の各
収納投出部から投出された硬貨を、出金用搬送手段に受け入れて硬貨出金口に払い出して
いる（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００１－４３４４９号公報（第５－７頁、図１－２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のような硬貨入出金機では、全金種の収納投出部に収納されている全ての硬貨を硬
貨出金口に払い出して回収する回収処理も行われる。この回収処理時において、全金種の
収納投出部から硬貨を同時に投出したのでは、出金用搬送手段で硬貨出金口に払い出す硬
貨量よりも収納投出部から投出する硬貨量が多くなる場合、回収処理の経過に伴って出金
用搬送手段上の硬貨量が増加し、硬貨が停滞したり詰まるおそれがある。
【０００６】
　そこで、回収処理時には、例えば６金種の収納投出部のうち２金種ずつ硬貨を順次投出
させることにより、出金用搬送手段で硬貨出金口に払い出す硬貨量よりも収納投出部から
投出する硬貨量が多くならないようにし、回収処理の経過に伴って出金用搬送手段上の硬
貨量が増加することがなく、硬貨が停滞したり詰まるのを防止することが可能となる。
【０００７】
　しかしながら、６金種の収納投出部のうち２金種ずつ硬貨を順次投出するのでは、回収
にかかる時間が長くなる問題がある。特に、回収処理の最後に収納投出部の投出機構の正
転と逆転とを繰り返して硬貨の残留確認を行う場合には、２金種ずつの硬貨の回収毎に残
留確認をし、合計３回の残留確認を行うことになり、回収にかかる時間が長くなる要因と
なっている。
【０００８】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、出金用搬送手段で硬貨が停滞したり詰
まるのを防止しながら、回収にかかる時間を短くできる硬貨入出金機を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の硬貨入出金機は、硬貨投入口に投入された硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出
機構と、この繰出機構から繰り出された硬貨を識別する識別部を有する識別通路と、この
識別通路に続いて配設され、硬貨を金種別に分類する分類通路と、これら識別通路および
分類通路において硬貨を搬送する入金用搬送手段と、前記分類通路の下方に配設され、前
記分類通路で金種別に分類された硬貨を不整列状態で収納するとともに、収納された硬貨
を投出可能とする金種別の収納投出部と、この収納投出部から投出された硬貨を硬貨出金
口へ搬送する出金用搬送手段とを具備している硬貨入出金機において、前記金種別の収納
投出部から全ての硬貨を投出させて前記硬貨出金口へ搬送して回収する全回収処理時に、
所定数の金種の収納投出部のみを順次駆動させる第１回収動作を行った後に、全金種の収
納投出部を一斉駆動させる第２回収動作を行わせる制御手段を具備しているものである。
【００１０】
　請求項２記載の硬貨入出金機は、請求項１記載の硬貨入出金機において、前記金種別の
収納投出部に収納されている硬貨の収納枚数を検知する収納枚数検知手段を具備し、前記
制御手段は、前記第１回収動作時に、前記各金種の収納投出部の収納枚数が所定残数にな
るまで回収させるものである。
【００１１】
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　請求項３記載の硬貨入出金機は、請求項２記載の硬貨入出金機において、前記制御手段
は、前記第１回収動作時に、２金種ずつ前記収納投出部を同時に駆動させ、これら２金種
の収納投出部のうち一方の収納投出部の収納枚数が所定残数になれば一方の収納投出部の
駆動を停止させるとともに、次の順番にあたる金種の収納投出部を駆動させるものである
。
【００１２】
　請求項４記載の硬貨入出金機は、請求項２または３記載の硬貨入出金機において、前記
制御手段は、前記第２回収動作時に、全金種の硬貨収納部から全回収が完了した後も、硬
貨の残留確認のために全金種の収納投出部を所定時間駆動させるものである。
【００１３】
　請求項５記載の硬貨入出金機は、請求項１ないし４いずれか記載の硬貨入出金機におい
て、前記収納投出部から投出する硬貨の投出枚数を検知する投出検知手段と、前記出金用
搬送手段から前記硬貨出金口へ払い出す硬貨の払出枚数を検知する払出検知手段とを具備
し、前記制御手段は、前記投出枚数が前記払出枚数より所定枚数以上多くなったら、前記
収納投出部からの硬貨の投出を一時停止させるものである。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１記載の硬貨入出金機によれば、金種別の収納投出部から全ての硬貨を投出させ
て硬貨出金口へ搬送して回収する全回収処理時に、所定数の金種の収納投出部のみを順次
駆動させる第１回収動作を行った後に、全金種の収納投出部を一斉駆動させる第２回収動
作を行わせることにより、出金用搬送手段で硬貨が停滞したり詰まるのを防止しながら、
回収にかかる時間を短くできる。
【００１５】
　請求項２記載の硬貨入出金機によれば、請求項１記載の硬貨入出金機の効果に加えて、
第１回収動作時に、各金種の収納投出部の収納枚数が所定残数まで少なくなるまで回収さ
せることにより、第２回収動作時において、全金種の収納投出部から少なくなった残りの
硬貨を同時に投出させて効率よく回収でき、短時間で回収できる。
【００１６】
　請求項３記載の硬貨入出金機によれば、請求項２記載の硬貨入出金機の効果に加えて、
第１回収動作時に、２金種ずつ収納投出部を同時に駆動させ、これら２金種の収納投出部
のうち一方の収納投出部の収納枚数が所定残数になれば一方の収納投出部の駆動を停止さ
せるとともに、次の順番にあたる金種の収納投出部を駆動させることにより、常に２金種
の収納投出部から硬貨を投出させて効率よく回収でき、短時間で回収できる。
【００１７】
　請求項４記載の硬貨入出金機によれば、請求項１ないし３いずれか記載の硬貨入出金機
の効果に加えて、第２回収動作時に、全金種の硬貨収納部から全回収が完了した後も、硬
貨の残留確認のために全金種の収納投出部を所定時間駆動させることにより、全金種の収
納投出部における残留確認を一度に行え、短時間で回収できる。
【００１８】
　請求項５記載の硬貨入出金機によれば、請求項１ないし４いずれか記載の硬貨入出金機
の効果に加えて、収納投出部から投出する硬貨の投出枚数が出金用搬送手段から硬貨出金
口へ払い出す硬貨の払出枚数より所定枚数以上多くなったら、収納投出部からの硬貨の投
出を一時停止させることにより、出金用搬送手段で硬貨が滞留したり詰まるのを防止でき
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００２０】
　図４に、硬貨入出金機の斜視図を示す。この硬貨入出金機は、例えば、店舗のレジにお
いて、ＰＯＳレジスタと通信して硬貨の入金や出金が可能な硬貨入出金機である。
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【００２１】
　硬貨入出金機の機体11は、前面を開口した枠体12とこの枠体12の前面から引出可能とす
る本体ユニット13とを備えている。本体ユニット13の前面に沿った機体幅方向の寸法は、
ＰＯＳレジスタに対して略半分程度の幅に形成されており、この硬貨入出金機と例えば同
程度の幅に形成された紙幣入出金機とを組み合わせて使用可能としている。
【００２２】
　枠体12から突出する本体ユニット13の前部上面には、機体幅方向の一側である右側に硬
貨を投入する硬貨投入口14が形成され、機体幅方向の他側である左側に操作用や設定用の
ボタンを有する操作部15および操作や設定等に関する各種表示をする液晶表示器や金種別
の硬貨収納量を表示するＬＥＤ表示器等の表示部16が配設されている。硬貨投入口14は開
閉可能なカバー17に開口形成されている。
【００２３】
　また、本体ユニット13の前面の右側下部に出金トレイ18が突設され、この出金トレイ18
の上面に機内から払い出される硬貨が硬貨放出口19を通じて放出される硬貨出金口20が形
成されている。この出金トレイ18には、硬貨出金口20に払い出された硬貨が満杯となるフ
ル状態を光学的に検知する図示しないフル検知センサが配設されている。
【００２４】
　硬貨出金口20の上方に位置する本体ユニット13の前面部には、硬貨出金口20に払い出さ
れた出金硬貨、リジェクト硬貨、エラー返却硬貨等の硬貨の取り扱い種類毎に異なる発光
形態の光を発光する発光手段21が配設されている。この発光手段21は、図５に示すように
、少なくとも２色の異なる色の光を発光可能とする発光部としてのＬＥＤ22を備え、この
ＬＥＤ22を搭載した基板23がそのＬＥＤ22を硬貨出金口20に対向するように斜めに設置さ
れているとともにレンズ24にて覆われている。このレンズ24は、硬貨出金口20に対向する
傾斜面で形成されていて硬貨出金口20全体およびこの硬貨出金口20に払い出された硬貨（
図中に符号Ｃで示し、以下省略する）自体にＬＥＤ22からの光を照射させる硬貨出金口照
射用レンズ部25、前方に対向する前面に形成されていてＬＥＤ22からの光を前方へ照射さ
せる前方照射用レンズ部26を備えている。
【００２５】
　また、図４に示すように、本体ユニット13の前面の左側には、硬貨入出金機の電源スイ
ッチ27や、本体ユニット13を枠体12に挿入した状態で施錠する錠28が配設されている。
【００２６】
　次に、図１に、硬貨入出金機の内部構造の平面図を示す。硬貨入出金機は、機体11の前
部に機体前面に沿った機体幅方向に沿って配設された繰出機構31、この繰出機構31に続い
て機体幅方向に向かって配設された識別通路32とこの識別通路32に続いて機体奥行き方向
へ向かって配設された排除通路33とこの排除通路33に続いて機体奥行き方向へ向かって配
設された分類通路34とを有する硬貨通路35、この硬貨通路35内の硬貨を搬送する入金用搬
送手段36、繰出機構31から繰り出された硬貨を入金用搬送手段36に１枚ずつ受け渡す受渡
手段37、分類通路34の下方に機体奥行き方向へ向かって並設された金種別の収納投出部38
、およびこれら収納投出部38の右側で機体11の右側面に沿って前後方向に配設された出金
用搬送手段39を備えている。
【００２７】
　繰出機構31は、硬貨投入口14の下方にこの硬貨投入口14に投入された硬貨を非整列状態
で受収する受収部42を有し、この受収部42の底面を構成する繰出ベルト43が機体幅方向に
沿って配設されている。この繰出ベルト43は、無端状の平ベルトで、機体右側から左側へ
向けた硬貨繰出方向に硬貨を搬送するもので、図示しない複数のローラによって、繰出方
向上流側に繰出方向下流側へ向かって上昇傾斜域が形成されるように懸架されているとと
もに、繰出方向下流側に水平域が形成されるように懸架されている。繰出ベルト43上での
通路幅は、処理する硬貨のうちの最大径硬貨よりも大きく最小径硬貨の２枚分より小さい
寸法に規制されている。
【００２８】



(6) JP 2009-59308 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

　繰出ベルト43の上昇傾斜域の上方には、硬貨が厚み方向に１枚のみ通過し得る間隔を形
成して逆転ローラ44が対設されている。この逆転ローラ44は、繰出ベルト43の硬貨繰出方
向に対して逆方向に回転し、繰出ベルト43の回転で硬貨繰出方向へ繰り出されようとする
繰出ベルト43上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて繰り出させる。
【００２９】
　図６に示すように、繰出ベルト43の繰出方向下流側の水平域の上方には、繰出ベルト43
との間に硬貨が厚み方向１枚のみ入り得る間隔を形成して規制部材45が対設されている。
この規制部材45の下側に、繰出ベルト43上の硬貨の周縁が当接してその硬貨を識別通路32
の始端側へ導くガイド部46が配設されており、識別通路32の始端側への繰出位置に臨むガ
イド部46の部分は、識別通路32へ繰り出される硬貨を通路内方へ幅寄せする幅寄せレバー
47によって構成されている。この幅寄せレバー47は、受渡手段37の一部を構成するもので
あって、軸47aを支点として通路内外方向に揺動可能とするとともに、図示しない付勢手
段としてのばねで通路内方へ向けて揺動するように付勢されている。
【００３０】
　また、図１に示すように、硬貨通路35は、識別通路32、排除通路33および分類通路34に
わたって、硬貨の一面が接する水平面で構成される通路面50、およびこの通路面50の両側
で硬貨の周縁をガイドする両側の通路側面ガイド51を有している。両側の通路側面ガイド
51の対向幅である通路幅は、処理する硬貨うちの最大径硬貨よりも大きく最小径硬貨の２
枚分より小さい寸法に形成されている。
【００３１】
　識別通路32は、繰出機構31の繰出位置に接続される始端部から右方向へ折り返す第１の
折返し通路部53を介して、繰出機構31の奥側でこの繰出機構31の繰出ベルト43と平行に配
設されている。この識別通路32には、硬貨の材質、径等を検知して金種を識別する識別部
54が配設されている。第１の折返し通路部53には、識別部54での硬貨の識別を安定させる
ために、硬貨を通路幅方向一側に幅寄せする幅寄せレバー55が揺動可能に軸支されている
とともに通路内方へ向けて揺動するように付勢されている。
【００３２】
　また、排除通路33は、識別通路32に続いて機体左方向へ向けて折り返す第２の折返し通
路部57に形成されており、識別部54での識別の結果、リジェクト硬貨と識別されたリジェ
クト硬貨を排除するリジェクト部58が配設されている。このリジェクト部58には、通路面
50から第２の折返し通路部57の外周側の通路側面ガイド51の部分にわたって硬貨を分岐可
能とする大きさのリジェクト孔59が形成され、このリジェクト孔59に通路面50から第２の
折返し通路部57の外周側の通路側面ガイド51の一部を兼用するリジェクトゲート60が配置
されている。このリジェクトゲート60は、機体背部側を支点として、通路上方に揺動して
識別通路32側から搬送されてくるリジェクト硬貨をリジェクト孔59から排除する開放位置
とリジェクト孔59を閉塞して識別通路32と分類通路34との間での硬貨の通過を許容する閉
塞位置との間で開閉可能とし、図示しないソレノイドやモータ等の電気的駆動手段によっ
て開閉駆動される。
【００３３】
　第２の折返し通路部57には、リジェクト部58でのリジェクト硬貨の排除を確実に行うた
めに、硬貨を通路幅方向一側に幅寄せする幅寄せレバー61が軸支されているとともに通路
内方へ向けて揺動するように付勢されている。
【００３４】
　リジェクト部58の搬送方向下流側には、硬貨の通過を検知する硬貨検知センサ62が配設
されている。
【００３５】
　なお、リジェクト部58で排除する硬貨としては、リジェクト硬貨とともに、エラー返却
硬貨等も含まれる。硬貨の入金処理中に硬貨詰まり等のエラーが発生した場合に、リジェ
クト部58より搬送方向下流側の通路上に残った硬貨をエラー返却硬貨として硬貨出金口20
に自動返却するもので、リジェクト部58より搬送方向下流側の通路上に残る硬貨をリジェ
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クト部58より一旦搬送方向上流側に逆転搬送した後に搬送方向下流側に搬送してリジェク
ト部58から排除することができ、このような動作を繰り返してリジェクト部58より搬送方
向下流側の通路上に残ったエラー返却硬貨をリジェクト部58から排除する。
【００３６】
　また、図２および図７に示すように、リジェクト部58のリジェクト孔59の下方には、リ
ジェクト箱64が着脱可能に装着されるリジェクト箱装着部65が形成されている。
【００３７】
　リジェクト箱64は、上面を開口した箱状に形成されており、枠体12から本体ユニット13
を前方へ引き出した状態で、リジェクト箱装着部65の側面に開口形成された着脱口66から
着脱可能としている。この着脱口66は、蓋体67によって開閉操作可能としている。
【００３８】
　リジェクト箱装着部65は、リジェクト箱64の前端縁部を支える前側支え部68、およびリ
ジェクト箱64の後部下面を支える後側支え部69を有し、これら前側支え部68と後側支え部
69との間が下方に開口され、その下方に出金用搬送手段39が対向するように配設されてい
る。すなわち、リジェクト部58のリジェクト孔59の下方に出金用搬送手段39が配設され、
これらリジェクト部58のリジェクト孔59と出金用搬送手段39との間にリジェクト箱64が着
脱可能に配置される。
【００３９】
　そして、図２(a)に示すように、リジェクト箱64をリジェクト箱装着部65に装着しない
ことにより、リジェクト部58から排除されたリジェクト硬貨を出金用搬送手段39に受け取
って硬貨出金口20に払い出す運用方法となり、また、図２(b)に示すように、リジェクト
箱64をリジェクト箱装着部65に装着することにより、リジェクト部58から排除されたリジ
ェクト硬貨をリジェクト箱64に収納する運用方法となる。
【００４０】
　リジェクト箱装着部65には、リジェクト箱64の装着の有無を検知するリジェクト箱検知
手段70が配設されている。
【００４１】
　また、図１に示すように、分類通路34は、排除通路33から機体左方向へ向かう接続通路
部73、およびこの接続通路部73から機体後方へ向かう方向変換通路部74を介して、機体奥
行き方向へ向けて収納投出部38上の左側域を通るように配設されており、金種別の収納投
出部38の上方位置に対応した金種別の分類位置に硬貨を金種別に分類して各収納投出部38
に収納させる金種別の分類部75が配設されている。分類部75で分類する金種は、搬送方向
上流側から例えば５００円、１００円、５０円、１０円、５円、１円の順に設定されてい
る。各分類部75には、通路面50に硬貨が落下する分類孔76が形成され、搬送方向最下流部
の分類孔76を除く各分類孔76に分類ゲート77が配設されている。各分類ゲート77は、硬貨
搬送方向下流側を支点として、通路上方に揺動して分類通路34の搬送方向上流側から搬送
されてくる硬貨を分類孔76に落下させる開放位置と分類孔76を閉塞して分類通路34の搬送
方向下流側への硬貨の通過を許容する閉塞位置との間で開閉可能とし、図示しないソレノ
イドやモータ等の電気的駆動手段によって開閉駆動される。搬送方向最下流部の分類孔76
には、分類ゲートが配設されず、開口されている。
【００４２】
　方向変換通路部74には、各分類部75での硬貨の分岐を確実に行うために、硬貨を通路幅
方向一側に幅寄せする幅寄せレバー78が軸支されているとともに通路内方へ向けて揺動す
るように付勢されている。
【００４３】
　分類通路34の各分類部75の搬送方向上流側には、分類ゲート77の開閉タイミングを取っ
たり各収納投出部38への硬貨の分類を確認するために、搬送する硬貨を検知する硬貨検知
センサ79が配設されている。
【００４４】
　また、入金用搬送手段36は、鉛直方向の軸で水平方向に回転可能に軸支された複数の回
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転体としてのプーリ82によって、識別通路32、排除通路33および分類通路34の通路幅方向
中央域に沿って移動しながら回動するように搬送体としての搬送ベルト83が張設されてい
る。この搬送ベルト83は、例えば内周に複数の歯を有するタイミングベルトが用いられ、
この場合、プーリ82にも、周面に複数の歯を有するタイミングプーリが用いられる。複数
のプーリ82で支持された搬送ベルト83と通路面50との間隔は、処理する硬貨のうちの最大
厚み硬貨の厚みよりも広い寸法に保たれている。
【００４５】
　搬送ベルト83には、下方へ向かって突出して通路内の硬貨を１枚ずつ押動搬送する突起
部84（図６参照）が、硬貨を搬送方向に硬貨を１枚ずつ分離して搬送可能とする所定の間
隔毎に設けられている。突起部84と通路面50との間隔は、処理する最小厚み硬貨の厚みよ
りも小さい寸法に保たれている。
【００４６】
　また、受渡手段37は、図６に示すように、繰出機構31から繰り出される硬貨を識別通路
32に受け入れる識別通路32の始端部に配設され、繰出ベルト43上から識別通路32へ硬貨を
案内する幅寄せレバー47と、この幅寄せレバー47に対して通路幅方向の反対側の位置に鉛
直方向の軸87aで水平方向に回転可能に軸支された円形状のカム87とを有している。この
カム87は、図示しない例えばパルスモータ等の電気的駆動手段によって硬貨の受渡し回転
方向（図中時計回り方向）または逆転方向（図中反時計回り方向）に回転駆動される。
【００４７】
　カム87の下面には、周縁部の円周上の対称位置に、一対の突出部88が下方へ向けて突出
形成されているとともに、これら突出部88間に一対の溝部89が形成されている。突出部88
と通路面50との間隔は硬貨が進入し得ない寸法に形成され、溝部89と通路面50との間隔お
よび一対の突出部88間の溝部89の幅はそれぞれ硬貨１枚が進入し得る寸法に形成されてい
る。
【００４８】
　各突出部88の受渡し回転方向に対向する縁部は、繰出機構31から繰り出されて溝部89内
に進入した硬貨の周縁を押してその硬貨を搬送ベルト83の突起部84に受け渡す押出部88a
として構成され、また、各突出部88の受渡し回転方向に対して反対方向に対向する縁部、
および各突出部88の外周面は、受け渡す硬貨に対して後続の硬貨を次の受け渡しタイミン
グまで分離して留めておく抑止部88bとして構成されている。
【００４９】
　繰出機構31の繰出ベルト43の側部位置には、繰出機構31から識別通路32に繰り出される
硬貨を検知する硬貨検知センサ90が配設されている。
【００５０】
　そして、図６(a)に示すように、カム87は、繰出機構31から識別通路32に繰り出される
硬貨がカム87の一方の溝部89に進入して一方の抑止部88bに当接した状態で停止する位置
を定位置とし、搬送ベルト83の突起部84の位置に応じてその突起部84に硬貨を受け渡すこ
とができるタイミングで受渡し回転方向（図中時計回り方向）に１８０°回動し、一方の
溝部89内の硬貨を識別通路32に繰り出す。繰出機構31からの後続の硬貨はカム87の他方の
溝部89に進入して他方の抑止部88bに当接した状態で停止する位置、つまり次の定位置で
停止し、次の受け渡し動作に待機する。
【００５１】
　このとき、図６(a)に示す定位置から図６(b)のようにカム87が回動すると、図６(c)に
示すように、カム87の押出部88aが硬貨に当接して幅寄せレバー47との間に挟み込み、カ
ム87で硬貨を介して押される幅寄せレバー47が付勢に抗して通路外方へ揺動するが、カム
87が定位置から一定量回動した位置でカム87の回動を所定時間一時停止することにより、
図６(d)に示すように、幅寄せレバー47の付勢により硬貨をカム87の溝部89内に押し込む
。所定時間の一時停止後、カム87の回動が再開されて溝部89内に押し込まれた硬貨を識別
通路32に繰り出し、カム87が１８０°回動した定位置で停止する。
【００５２】



(9) JP 2009-59308 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

　取り扱い硬貨が例えば最大径硬貨の５００円から最小径硬貨の１円の場合、カム87の溝
部89は最大径硬貨が入り込み可能な寸法に形成されるため、例えば、幅寄せレバー47では
なく、図６(c)に示す幅寄せレバー47の位置に固定ガイドを設けただけでは、カム87の溝
部89内に最小径硬貨の１円が２枚入り込み、これら２枚の最小径硬貨の１円を固定ガイド
との間に噛み込んでカム87がロックするおそれがある。それに対して、幅寄せレバー47を
用いることにより、カム87の溝部89内に入り込む硬貨を最小径硬貨の１円でも１枚のみに
制限し、さらに、カム87を回動途中で一時停止させることにより、幅寄せレバー47で硬貨
をカム87の溝部89内に確実に押し込み、硬貨を繰り出すことができ、したがって、硬貨の
噛み込みを防止でき、安定した硬貨の繰り出しができる。
【００５３】
　また、金種別の収納投出部38は、分類通路34での分類部75で分類する金種に対応して、
機体前側から５００円、１００円、５０円、１０円、５円、１円の順に設定されている。
そして、図３に示すように、分類通路34で分類されて落下する硬貨を非整列状態で収納す
る収納部93を有し、この収納部93の底部を構成する投出ベルト94が機体幅方向に沿って配
設されている。
【００５４】
　投出ベルト94は、無端状の平ベルトで、水平方向の軸で軸支された両端のローラ95，96
を含む複数のローラによって投出方向上流側である左側から下流側である右側に向かうに
従って上昇傾斜するように懸架されている。
【００５５】
　投出ベルト94の硬貨投出方向の端部上方に、硬貨が１枚のみ通過し得る間隔を形成して
逆転ローラ97が対設されている。この逆転ローラ97は、投出ベルト94の硬貨投出方向に対
して逆方向に回転し、投出ベルト94の回転で硬貨投出方向へ投出されようとする投出ベル
ト94上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて投出させる。
【００５６】
　投出ベルト94の逆転ローラ97より投出方向の端部側には、投出ベルト94の端部から投出
される硬貨の投出枚数を検知するための投出検知手段98、および必要枚数分の硬貨を投出
した時点で後続の硬貨の投出を強制的に停止させるストッパ99が配設されている。
【００５７】
　また、出金用搬送手段39は、図１ないし図３に示すように、全ての収納投出部38の硬貨
投出方向の側部に前後方向に沿って張設された出金搬送ベルト102を有し、各収納投出部3
8から投出される硬貨を出金搬送ベルト102上に載せて前方へ搬送する。この出金搬送ベル
ト102の硬貨搬送方向の前端部上方に、硬貨が１枚のみ通過し得る間隔を形成して逆転ロ
ーラ103が対設されている。この逆転ローラ103は、出金搬送ベルト102の硬貨搬送方向に
対して逆方向に回転し、出金搬送ベルト102の回転で前方へ繰り出されようとする出金搬
送ベルト102上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて繰り出させる。
【００５８】
　出金搬送ベルト102の前端部と硬貨出金口20との間に通路板104が配設され、この通路板
104上に出金搬送ベルト102で繰り出される硬貨を搬送して硬貨出金口20に放出する放出ベ
ルト105が配設されている。
【００５９】
　出金用搬送手段39には、硬貨出金口20へ払い出す硬貨の払出枚数を検知するための払出
検知手段106が配設されている。
【００６０】
　また、本体ユニット13内には、ＰＯＳレジスタと通信して硬貨入出金機を制御する制御
手段111が配設されている。
【００６１】
　この制御手段111は、識別部54、各硬貨検知センサ79、各投出検知手段98等の検知に基
づいて、金種別の各収納投出部38に収納されている硬貨の収納枚数を検知する収納枚数検
知手段の機能を有している。
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【００６２】
　そして、制御手段111は、金種別の収納投出部38から全ての硬貨を投出させて硬貨出金
口20へ搬送して回収する全回収処理時に、所定数であって例えば２金種の収納投出部38の
みを順次駆動させる第１回収動作を行った後に、全金種の収納投出部38を一斉駆動させる
第２回収動作を行わせる機能を有している。
【００６３】
　さらに、第１回収動作時に、金種別の収納投出部38における硬貨の収納枚数に基づき、
各金種の収納投出部38の収納枚数が例えば数枚程度の所定残数になるまで投出させて回収
させる機能、また、第２回収動作時に、全金種の収納投出部38から全回収が完了した後も
、硬貨残留検出のために全金種の収納投出部38を所定時間駆動させるものであって、例え
ば投出ベルト94の正転（投出方向への回転）と逆転（反投出方向への回転）とを所定回数
繰り返す機能を有している。
【００６４】
　さらに、投出検知手段98で検知する収納投出部から投出する硬貨の投出枚数が、払出検
知手段106で検知する出金用搬送手段39から硬貨出金口20へ払い出す硬貨の払出枚数より
所定枚数以上多くなったら、収納投出部38からの硬貨の投出を一時停止させ、また、投出
枚数が払出枚数より所定枚数以下に少なくなったら、収納投出部38からの硬貨の投出を再
開させる機能を有している。
【００６５】
　次に、本実施の形態の硬貨入出金機の作用を説明する。
【００６６】
　まず、入金処理について説明する。
【００６７】
　入金硬貨が硬貨投入口14から繰出機構31に投入され、この繰出機構31の図示しない硬貨
検知センサで繰出ベルト43上に硬貨が投入されたことを検知することにより、繰出機構31
を動作させるとともに搬送ベルト83を回動させて入金動作を開始する。
【００６８】
　繰出機構31では、繰出ベルト43を回転させるとともに逆転ローラ44を逆方向に回転させ
、繰出ベルト43上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて受渡手段37に繰り出す。受
渡手段37では、上述した幅寄せレバー47とカム87との動作により、繰出機構31から繰り出
された硬貨を１枚ずつ識別通路32内に送り込んで回動している搬送ベルト83の各突起部84
に受け渡す。
【００６９】
　また、識別通路32内では、受渡手段37によって受け渡された硬貨を搬送ベルト83の突起
部84で押動搬送し、識別部54で識別する。
【００７０】
　識別の結果、適正な硬貨と識別された硬貨は、排除通路33のリジェクト部58を通過して
分類通路34内に搬送する。分類通路34では、識別部54、硬貨検知センサ62、硬貨検知セン
サ79での各検知と搬送ベルト83による硬貨の搬送距離とに基づいて、硬貨の搬送位置を把
握できるため、識別部54で金種が識別された硬貨を該当する金種の分類ゲート77で分類し
、該当する金種の収納投出部38に収納させる。
【００７１】
　また、識別の結果、識別不能等のリジェクト硬貨は、排除通路33のリジェクト部58に到
達する際に、リジェクトゲート60でリジェクト孔59から排除する。
【００７２】
　このとき、リジェクト箱64を装着していない運用方法が設定されている場合には、リジ
ェクトゲート60でリジェクト孔59から排除されたリジェクト硬貨は出金搬送ベルト102上
に直接落下する。
【００７３】
　そして、出金搬送ベルト102を回動させるとともに逆転ローラ103を逆方向に回転させ、
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出金搬送ベルト102上のリジェクト硬貨を１枚ずつ通路板104上に繰り出し、放出ベルト10
5によって硬貨出金口20に払い出す。
【００７４】
　繰出機構31で硬貨を検知しなくなり識別部54でも所定時間検知しなければ、発光手段21
のＬＥＤ22を赤色点灯させ、硬貨出金口20にリジェクト硬貨を払い出したことを報知する
。
【００７５】
　なお、硬貨の入金処理中に硬貨詰まり等のエラーが発生した場合には、上述したように
、リジェクト部58より搬送方向下流側の通路上に残った硬貨をエラー返却硬貨として硬貨
出金口20に自動返却する。このエラー返却硬貨を硬貨出金口20に払い出した場合にも、リ
ジェクト硬貨と同様に、発光手段21のＬＥＤ22を赤色点灯させる。
【００７６】
　一方、リジェクト箱64を装着している運用方法が設定されている場合には、リジェクト
ゲート60でリジェクト孔59から排除されたリジェクト硬貨はリジェクト箱64に受け入れて
収納する。このリジェクト箱64に収納したリジェクト硬貨は、本体ユニット13を引き出し
、蓋体67を開いてリジェクト箱装着部65内からリジェクト箱64を引き出すことによって取
り出すことができる。
【００７７】
　次に、出金処理について説明する。
【００７８】
　例えばＰＯＳレジスタからの出金指令の信号により、投出ベルト94が回転するとともに
逆転ローラ97が逆回転し、各収納投出部38内の投出ベルト94上の非整列状態の硬貨を１層
１列に整列させて投出方向へ向けて送り出す。
【００７９】
　出金該当金種の収納投出部38ではストッパ99を開き、硬貨を投出ベルト94の端部から出
金用搬送手段39の出金搬送ベルト102上に投出する。投出した硬貨は投出検知手段98で検
知して投出枚数をカウントする。
【００８０】
　非出金該当金種の収納投出部38、および必要枚数を投出し終えた出金該当金種の収納投
出部38では、ストッパ99を閉じ、硬貨の投出を規制する。
【００８１】
　そして、出金用搬送手段39の出金搬送ベルト102を回動させるとともに逆転ローラ103を
逆方向に回転させ、出金搬送ベルト102上の出金硬貨を１枚ずつ通路板104上に繰り出し、
放出ベルト105によって硬貨出金口20に払い出す。この出金用搬送手段39の動作開始は、
収納投出部38からの投出動作開始と同時、または全ての収納投出部38からの投出動作完了
後のどちらとしても良い。出金用搬送手段39で硬貨出金口20に払い出す硬貨を払出検知手
段106で検知して払出枚数をカウントする。
【００８２】
　投出検知手段98で検知する投出枚数と払出検知手段106で検知する払出枚数とが一致し
、全ての出金硬貨を硬貨出金口20に払い出したら、発光手段21のＬＥＤ22を緑色点灯させ
、硬貨出金口20に出金硬貨を払い出したことを報知する。
【００８３】
　次に、回収処理について図８のフローチャートを参照して説明する。
【００８４】
　この回収処理では、収納投出部38に収納されている全ての硬貨を硬貨出金口20に払い出
して回収するものであり、２金種の収納投出部38のみを順次駆動させる第１回収動作を行
った後に、全金種の収納投出部38を一斉駆動させる第２回収動作を行わせる。
【００８５】
　まず、第１回収動作では、例えば５００円、１０円の２金種の収納投出部38から硬貨を
同時に投出させて回収する（ステップ１）。
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【００８６】
　すなわち、投出ベルト94が回転するとともに逆転ローラ97が逆回転し、各収納投出部38
内の投出ベルト94上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて投出方向へ向けて送り出
す。
【００８７】
　５００円、１０円の２金種の収納投出部38ではストッパ99を開き、硬貨を投出ベルト94
の端部から出金用搬送手段39の出金搬送ベルト102上に投出する。投出する硬貨を投出検
知手段98で検知し、制御手段111の収納枚数検知手段で検知している金種別の収納枚数の
値から減算していく。
【００８８】
　５００円、１０円の２金種以外の非回収金種の収納投出部38では、ストッパ99を閉じ、
硬貨の投出を規制する。
【００８９】
　そして、出金用搬送手段39の出金搬送ベルト102を回動させるとともに逆転ローラ103を
逆方向に回転させ、出金搬送ベルト102上の回収硬貨を１枚ずつ通路板104上に繰り出し、
放出ベルト105によって硬貨出金口20に払い出す。出金用搬送手段39で硬貨出金口20に払
い出す硬貨を払出検知手段106で検知して払出枚数をカウントする。
【００９０】
　このとき、投出検知手段98で検知する収納投出部38から投出する硬貨の投出枚数が、払
出検知手段106で検知する出金用搬送手段39から硬貨出金口20へ払い出す硬貨の払出枚数
より所定枚数以上多くなったら、収納投出部38からの硬貨の投出を一時停止させ、また、
その投出枚数が払出枚数より所定枚数以下に少なくなったら、収納投出部38からの硬貨の
投出を再開させる。
【００９１】
　５００円、１０円の２金種の収納投出部38からの硬貨の投出中は、制御手段111の収納
枚数検知手段で検知している金種別の収納枚数の値を監視し、それら金種別の収納枚数の
値が例えば数枚程度の所定残数になれば、ストッパ99を閉じ、硬貨の投出を規制する（ス
テップ２）。
【００９２】
　そして、５００円、１０円の２金種についての第１回収動作が完了したら、続いて、例
えば１００円、５０円の２金種の収納投出部38から硬貨を同時に投出させて回収する（ス
テップ３）。
【００９３】
　１００円、５０円の２金種の収納投出部38からの硬貨の回収も、５００円、１０円の２
金種の場合と同様に回収する。これら１００円、５０円の２金種の収納枚数の値が例えば
数枚程度の所定残数になれば、ストッパ99を閉じ、硬貨の投出を規制する（ステップ４）
。
【００９４】
　そして、１００円、５０円の２金種についての第１回収動作が完了したら、続いて、例
えば５円、１円の２金種の収納投出部38から硬貨を同時に投出させて回収する（ステップ
５）。
【００９５】
　５円、１円の２金種の収納投出部38からの硬貨の回収も、５００円、１０円の２金種の
場合と同様に回収する。これら５円、１円の２金種の収納枚数の値が例えば数枚程度の所
定残数になれば、ストッパ99を閉じ、硬貨の投出を規制する（ステップ６）。
【００９６】
　なお、回収処理中に出金トレイ18のフル検知センサにより、出金トレイ18の満杯を検知
した場合は、一旦、収納投出部38からの投出動作を停止し、出金用搬送手段39上の硬貨を
硬貨出金口20に払い出した後、搬送動作を停止する。発光手段21のＬＥＤ22を緑色点灯さ
せ、出金トレイ18の満杯状態を報知する。オペレータが出金トレイ18内から回収硬貨を取
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り出し、フル検知センサで出金トレイ18の満杯を検知しなくなってから、回収動作を自動
的または操作部15での手動操作にて再開する。
【００９７】
　そして、全金種について第１回収動作が完了したら、第２回収動作を開始する（ステッ
プ７）。すなわち、投出ベルト94の駆動状態で、全金種のストッパ99を開き、全金種の収
納投出部38内に残っている硬貨を投出ベルト94の端部から出金用搬送手段39の出金搬送ベ
ルト102上に投出する。投出する硬貨を各投出検知手段98で検知し、制御手段111の収納枚
数検知手段で検知している金種別の収納枚数の値から減算していく。
【００９８】
　このとき、全金種の収納投出部38から同時に投出される硬貨が出金搬送ベルト102上に
投出されるが、各収納投出部38に残っている硬貨の枚数は少ないため、出金搬送ベルト10
2上で硬貨が停滞したり詰まることはない。
【００９９】
　また、第２回収動作時に、全金種の収納投出部38から全回収が完了した後も、硬貨残留
検出のために全金種の収納投出部38を所定時間駆動させる。この残留確認では、投出ベル
ト94の正転（投出方向への回転）と逆転（反投出方向への回転）とを所定回数繰り返し、
投出検知手段98の硬貨検知を監視する。
【０１００】
　そして、全金種の収納枚数の値が０になれば、硬貨の残留なしと判断し、第２回収動作
が完了し、回収処理を終了する。
【０１０１】
　また、全金種の収納枚数の値が０にならなければ、残留ありと判断し、残留確認を再度
行うために、投出ベルト94の正転（投出方向への回転）と逆転（反投出方向への回転）と
をさらに所定回数繰り返し、投出検知手段98の硬貨検知を監視する（ステップ８）。
【０１０２】
　ここで、全金種の収納枚数の値が０になれば、正常に回収処理を終了し、また、全金種
の収納枚数の値が０にならなければ、エラー報知等を行い、回収処理を終了する。
【０１０３】
　このように、金種別の収納投出部38から全ての硬貨を投出させて硬貨出金口20へ搬送し
て回収する全回収処理時に、２金種の収納投出部38のみを順次駆動させる第１回収動作を
行った後に、全金種の収納投出部38を一斉駆動させる第２回収動作を行わせることにより
、出金用搬送手段39で硬貨が停滞したり詰まるのを防止しながら、回収にかかる時間を短
くできる。
【０１０４】
　また、第１回収動作時に、各金種の収納投出部38の収納枚数が所定残数まで少なくなる
まで回収させることにより、第２回収動作時において、全金種の収納投出部38から少なく
なった残りの硬貨を同時に投出させて効率よく回収でき、短時間で回収できる。
【０１０５】
　また、第２回収動作時に、全金種の収納投出部38から全回収が完了した後も、硬貨残留
検出のために全金種の収納投出部38を所定時間駆動させることにより、全金種の収納投出
部38における残留確認を一度に行え、短時間で回収できる。
【０１０６】
　また、収納投出部38から投出する硬貨の投出枚数が出金用搬送手段39から硬貨出金口20
へ払い出す硬貨の払出枚数より所定枚数以上多くなったら、収納投出部38からの硬貨の投
出を一時停止させることにより、出金用搬送手段39で硬貨が滞留したり詰まるのを防止で
きる。
【０１０７】
　なお、第１回収動作時に、２金種ずつ収納投出部38を同時に駆動させ、これら２金種の
収納投出部38のうち一方の収納投出部38の収納枚数の値が所定残数になれば、一方の収納
投出部38の駆動を停止させるとともに、次の順番にあたる金種の収納投出部38を駆動させ
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間で回収できる。回収金種の順番は、例えば５００円、１００円、５０円、１０円、５円
、１円の順とする。
【０１０８】
　また、第１回収動作時に、駆動する収納投出部38の金種は、２金種に限らず、１金種で
もよいし、３金種でもよい。１金種の場合には例えば５００円、１００円、５０円、１０
円、５円、１円の回収順とし、３金種の場合には例えば５００円、１００円および５０円
と、１０円、５円および１円の回収順としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明の一実施の形態における硬貨入出金機の内部構造を示す平面図である。
【図２】同上硬貨入出金機の内部構造を示し、(a)はリジェクト箱の非装着状態の側面図
、(b)はリジェクト箱の装着状態の側面図である。
【図３】同上硬貨入出金機の収納投出部の断面図である。
【図４】同上硬貨入出金機の斜視図である。
【図５】同上硬貨入出金機の硬貨出金口付近の断面図である。
【図６】同上硬貨入出金機の受渡手段の動作を(a)～(d)に示す平面図である。
【図７】同上硬貨入出金機のリジェクト箱の着脱操作を説明する斜視図である。
【図８】同上硬貨入出金機の回収処理のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１１０】
　14　　硬貨投入口
　20　　硬貨出金口
　31　　繰出機構
　32　　識別通路
　34　　分類通路
　36　　入金用搬送手段
　38　　収納投出部
　39　　出金用搬送手段
　54　　識別部
　98　　投出検知手段
　106 　払出検知手段
　111 　制御手段
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